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緒言 

 

令和６年度の授業改善推進チームは、各自で授業改善の研究テーマを設定し、

様々な研修をとおして知見を深めながら、実践を行う、また、その実践での振り返

りを ICT活用・個別最適な学びと協働的な学びの両立についての、事例集の作成

する、ことを方針として活動を行った。昨今、「ICT ツールを活用」するにとどまら

ず、教育データの活用やデジタル活用による教育活動の効率化といった「教育DX

の推進」に発展してきている。本校でも、今年度はロイロノートを導入するなど、デ

ジタル活用の環境整備を推進するとともに、DXハイスクール指定校として、教育

DXを活用した授業改善についての職員研修（講師：平井聡一郎氏、７月、１１月）を

実施するなど、学校全体で授業改善に取り組むことができた。 

この報告では、授業改善推進チームのメンバーが、各自の学びに基づいた授業

改善の実践をまとめた。紙面の都合上、簡易的な報告となったが、興味関心があれ

ば、直接実践した教員へ問い合わせをお願いしたい。また、後半には、今年度実施

した、学校公開における公開授業の授業指導案を添付した。さらに、令和６年度初

任者研修講座における各教科の研修での師範授業を、本校の教諭が担当した。県

として、初任者に実践してほしい授業の在り方の一端が見える授業を行っていた

だいた。この際の、授業指導案も添付したので、参考にしていただきたい。 

 

 

主幹教諭 



令和６年度 授業改善推進チーム報告 

教科 高 校 数 学 

 

研修テーマ 

（上の段のい

ずれかに〇） 

＜知識・理解＞      ＜思考・表現・判断＞    ＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

DXを活用した、協働的な学びと個別最適な学びの両立 

【実践内容】 

・自分の録画した授業様子を見せながら、セルフ TT授業を実施したこと 

・振り返りしやすいように、自分の作成動画以外に他のオンデマンド教材を活用したこと 

 （採用教科書会社の補助教材を主に活用した） 

・クラスルームによる課題の回収及び添削指導 

・こまめに単元テストを実施し、スモールステップで習熟度を確認したこと 

【実践において、特に工夫した事柄】 

・統計的な確率の分野や、２次曲線・複素数平面など、質問が増えそうな単元で実施した 

・時間と場所を問わずに学習できるような学習環境づくりに努めたこと 

・教員がいなくても自宅で学習をすることができる課題やコンテンツの作成 

【成果（具体手に記載）】 

・生徒の“わからない”にスムーズに反応できたこと 

・担当が同じなので、生徒の反応が予測しやすく、素早く対応できたこと 

・クラスルームによるプリントの回収は場所と時間を選ばずにできる 

・オンデマンド教材は大量にあるため、生徒にあった教材を提案しやすかった 

【分析（小テスト・単元テスト・定期考査・意識調査等による数値的な裏づけ）】 

【生徒の変容（具体的に、資質・能力の変容などを記載】 

・主担当がクラス全体を違う角度から見ることができるため、教室内を俯瞰してみることができた。そのため、

落ち着いて教室全体を見渡して、生徒一人ひとりにフォローを入れることができた。生徒は、はじめは戸惑い

もあったようだが、次第に慣れてきて、質問の機会と発話量が増えたように感じる。 

 

（例）「思考力・表現力・判断力」の力を問う問題 

実践前の単元テストの平均正答率（１０月実施） 6０％ 

実践後の単元テストの平均正答率（１１月実施） 7０％ 

実践前後で正答率が〇ポイント以上伸長した生徒の割合  
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令和６年度 授業改善推進チーム報告 

教科 高校理科（物理） 

 

研修テーマ 

（上の段のい

ずれかに〇） 

＜知識・理解＞      ＜思考・表現・判断＞    ＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

物理実験を通した科学的な見方・考え方の定着および表現力の育成 

現象や操作の根拠を、既習事項や日常生活と関連付けて考察する力の育成 

【実践内容】 

以下の4回の実験にそれぞれ目的を設定し、段階的に思考・表現・判断の力の定着を目指した。 

【１．重力加速度の測定】授業における実験の目的の共有、基本的なデータの記録及び分析の方法の習得。 

【2.運動の法則の導出】実験操作や記録の習熟、根拠に基づく思考、データの傾向分析による法則の導出。 

【3.運動エネルギーと仕事の関係】データ分析と記録の習熟、変化の割合に注目した法則の導出。 

【4.単振り子の周期の測定】より正確な実験の工夫の検討、既習事項と操作の関連付け、分析結果の検証。 

【実践において、特に工夫した事柄】 

【成果（具体的に記載）】 

・年度当初は「うまくいかなかった」など、成功したかどうかに関する記述が散見されたが、年度末には見られ

なくなった。代わりに、「〇〇なので〇〇」「原因は～と考えられる」など、結果に至る過程や原因について記述

しようとする様子に変化した。データのばらつきに対する統計的な分析と考察を行う生徒もおり、現象や結果

を、根拠に基づいて検討する意識が向上したと考えられる。 

・模擬試験の思考力を問う記述問題については、得点率の向上は見られなかった。授業と異なる設定の問題

に苦戦している様子である。日常生活と物理現象の関連性に言及すること、実験の設定、装置や物体の準備

など、生徒の自由な発想を生かせる場面を増やす機会が必要である。 

【分析（小テスト・単元テスト・定期考査・意識調査等による数値的な裏づけ）】 

【生徒の変容（具体的に、資質・能力の変容などを記載】 

・実験の回を追うごとに考察の項目や内容が充実し、積極的に観察・考察し説明しようとする意欲が向上した

と考えられる。生徒からは、考察する力が身についたという感想もあった。 

・演習問題のイメージをしやすくなった、授業内容の理解の助けになったなどの感想もあった。生徒にとって

は、知識を身に着けたり、現象を理解したりするために、実験が役立ったという印象である。 

 

上記の４回の実験をそれぞれ【実験 1】～【実験4】とする。 

【実験 1】結果の比較や原因究明の意識を指示した。図の作成は手書きとし、数値設定の自由度を持たせた。 

【実験 2】【実験 3】さらに正確な分析・時間短縮のため、データをスプレッドシートで共有、全体で分析した。 

【実験 4】手順書の操作に関する問、結果を基にした次の実験を考察項目に含み、思考の機会を増やした。 

物理実験に関するアンケート（3 月） 物理選択者 43名に実施 ※かっこ内は 43名中「とても役立った」と答えた生徒の割合 

実験が、物理現象の理解に役立ったと答えた生徒の割合 90.7(44.2)％ 

実験が、物理の勉強や試験に役立ったと答えた生徒の割合 86(27.9)％ 

実験が、科学的な考え方を身に着けるのに役立ったと答えた生徒の割合 88.4(41.9)％ 
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令和６年度 授業改善推進チーム報告 

教科 家庭科（高校） 

 

研修テーマ 

（上の段のい

ずれかに〇） 

＜知識・理解＞      ＜思考・表現・判断＞    ＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

 

【実践内容】 

家庭科には「ホームプロジェクト」という家庭科で身に着けた知識や技術を活用させて家族のためによりよく

することを目的とした問題解決型学習活動がある。実際は、授業中に問題発見から計画を立て、夏季休業な

どを利用して実践から記録と振り返りを行うパターンが多いが、表面的になり主体的な学びとして完成させる

ことが難しく課題であった。そのため、夏季休業後に発表準備の時間を作り、発表会を行うことで、より生徒

の主体性を引き出すことができた。また、ICT を活用することで円滑に理解を深めることができた。 

【実践において、特に工夫した事柄】 

発表する際にロイロノートを使ってスライド作成を行った。オンライン上での作業により自宅でも作業ができ

紛失を防ぐこともできる。また、作業進度がいつでも確認でき、発表時も端末を用いてスマートなプレゼンが

可能となった。形式を変えて２回発表することで、わかりやすさを追求し、主体的な学びにつながった。 

【成果（具体的に記載）】 

１回目の発表は、出席番号順で固定し、２回目の発表はワールドカフェ方式にして行った。発表時はワークシ

ートを使ってクラスメイトの発表を評価し、自身の発表を振り返ることができた。２回目の発表では聞きたい発

表を選び参加することで、より主体的な学びの姿勢が感じられた。全員が発表を通し学習することで、家庭科

に苦手意識の強かった生徒からも、家庭科を楽しく学ぶことができたとの感想がアンケート結果で得られた。

定期試験等での正答率に直接的な変化を確認することはできなかったが、事後アンケートの結果から、主体

的な学びに対して効果的であったとの感想を多くもらうことができた。 

【分析（小テスト・単元テスト・定期考査・意識調査等による数値的な裏づけ）】 

【生徒の変容（具体的に、資質・能力の変容などを記載】 

事後アンケートでは、「主体的に学ぶことの楽しさを発見することができた」「家事スキルが低いと実感できた

ので今後は積極的に家事に取り組みたい」「ホームプロジェクトを通して家族仲がより深まった」等、ホームプ

ロジェクト学習に対して肯定的な感想を多くもらうことができた。主体的に学習に取り組む態度を養うだけで

はなく、家庭科での学びの必要性を再認識する貴重な機会となった。 

 

（例）「 主体的に学習に取り組む態度 」の力を問う問題 ※アンケート結果 

実践後「１回目と２回目の発表を比較して上達したか」に対する肯定回答率（９月実施） 68％ 

実践後「発表を通して主体性が向上しましたか」に対する肯定回答率（９月実施） ９８％ 
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令和６年度 授業改善推進チーム報告 

教科 理科（中学） 

 

研修テーマ 

（上の段のい

ずれかに〇） 

＜知識・理解＞      ＜思考・表現・判断＞    ＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

DX（chromebook による Canva）を活用した共同的学習と個別最適学習の両立について 

【実践内容】 

中学１年理科 「単元４大地の変化 ２章地震 ４地震の災害」 

（導入） ※１時間 

・前回までの授業で、大地の変動が原因で地震が起きることを学習している。そこから実際にどのような被害

が起こるかをグループごとに話し合いを行い、生徒たち自身に考えさせる。 

（展開） ※３時間 

・過去に起こった震災について調べ、ノートにまとめる。（Classinote） 

・自分が住んでいる市町村のハザードマップを確認しながら、地震が起こったと仮定したときに起こりうる震災

について考え、ノートにまとめる。（Classinote） 

・東日本大震災を実際に経験した保護者の方へインタビューを行い、地震への備えについて考え、自分専用の

ハザードマップを作成する。 

（まとめ） ※１時間 

・作成したハザードマップを使ってグループごとに発表会を行い、防災についての認識を深める。 

【実践において、特に工夫した事柄】 

・Canva を活用することで、テンプレートなどが多くあり、何もない状態から構成などを考えるのが苦手な生徒

に対しても、自分の考えをまとめることができる。 

 ・・・DX による個別最適学習 

・レイアウトなどをグループ活動を通じて考えさせることで、実際に地震が起こった後の行動などを見やすくまと

める手立てを考えることができる。 

 ・・・DX による共同的学習 

【成果（具体的に記載）】 

・東日本大震災が起こった時に産まれていない世代の生徒たちに震災の被害を調べ、震災への備えを考えさ

せるきっかけになった。 

・多くの生徒が自分の住んでいる市町村のハザードマップを見る機会が初めてであり、その内容をきちんと把

握することができる生徒は限られている。そのため、Canva を活用することで、情報を可視化でき、自分の必要

な情報だけを抽出してまとめることができる家族間での決め事や避難所までの経路などを見やすくまとめるこ

とができた。 

・まとめることが苦手な生徒でも、自分に必要な必要最低限の情報だけ調べ、その配置を工夫することで、わか

りやすいハザードマップを作成することができた。特に、chromebook を使用することで、情報が失われず、蓄

積することができるため、作業途中でも自分の考えを再構築することができた。 

・グループでの共同学習を取り入れることで、他の人の意見も反映させることができ、作業途中でも自分が作

成したハザードマップの「見やすさ」、「わかりやすさ」を相互に評価しあうことができた。 

・保護者の方へ実際にインタビューを行うことで、実体験したときに本当に必要になってくるものを共有すること

ができた。家庭によっては震災が起こった時の決め事をまだしていないところもあったので、学校だけでなく、家

族間での防災教育につなげることができた。 
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（実際の生徒の作品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析（小テスト・単元テスト・定期考査・意識調査等による数値的な裏づけ）】 

【生徒の変容（具体的に、資質・能力の変容などを記載】 

・chromebook を活用して、実際に起こった震災などの情報を集め、今後起こりうる震災の影響について考え

ることで自分が持つ知識や情報を相互作用的に活用する能力を向上させることができた。 

・実際の津波の影響や震災が起こった時の実体験を聞くことで、生徒一人一人が自分事として防災について

考えることができた。 

震災に対する意識調査（Google フォームで実施） 

・実践前の「震災に対する備え」について考えているか？（１月実施） ６０％ 

・実践後の「震災に対する備え」について考えているか？（１月実施） ９０％ 

・実施前の自治体のハザードマップを見て、震災が起こったときにすぐに対処できる

か？（１月実施） 
５０％ 

・実施後の自治体のハザードマップを見て、震災が起こったときにすぐに対処できる

か？（１月実施） 
８０％ 
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・グループでの共同学習や発表会を実施することで、他人と円滑に人間関係を構築する能力を伸長することが

でき、他者目線での評価を得ることができ、客観的な目線で自分の作成した作品を見直すことができた。 

・今後作成したハザードマップを保護者の方に見てもらい、さらなる防災意識の向上をはかっていきたい。 
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3 𝑥 + 8 𝑦 = 𝑀

1 5 4 𝑥  +  6 9 𝑦  =  1 𝑥 𝑦

√ 2
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𝑎 𝑥 + 𝑏 𝑦 = 𝑐

 𝑎 𝑥 + 𝑏 𝑦 = 0
𝑎 𝑥 + 𝑏 𝑦 = 𝑐

2 6 𝑥  +  1 1 𝑦  =  1
9 5 𝑥  +  2 8 𝑦  =  1
3 0 𝑥  +  1 7 𝑦  =  5

3 0 𝑥 ’ + 1 7 𝑦 ’ = 1

𝑥 𝑦

𝑥 ′ 𝑦
′
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8ଶ − 7ଶ 11ଶ − 10ଶ 23ଶ − 22ଶ

14ଶ − 6ଶ 23ଶ − 7ଶ 31ଶ − 19ଶ

135ଶ − 65ଶ

72ଶ − 28ଶ 203 × 197
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第１学年外国語（英語）科 学習指導案 

茨城県立＊＊＊学校 

指導者 ＊＊ ＊＊ 

１ 「英語コミュニケ―ションⅠ」における「話すこと［発表］」の目標 

イ 社会的な問題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、多くの支援を活用すれば、

聞いたり読んだりしたことを基に、基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性

に注意して話して伝えることができるようにする。 

 

２ 単元名  Lesson 4 Creative Problem Solving （Heartening ECⅠ 桐原書店） 

 

３ 単元を通した「話すこと[発表]」における目標及び評価規準 

 (1) 目標 

 ポイ捨てを減らす効果的な方法について、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考えなどを理

由とともに話して伝えることができる。 

 (2) 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ ポイ捨てを減らす効果的な方

法を話して伝えるために必要

となる語彙や表現、音声等を理

解している。 

・ ポイ捨てを減らす最も効果的

だと思う方法を、理由とともに

話して伝える技能を身に付け

ている。 

聞き手に自分の考えをよく理解

してもらえるように、ポイ捨てを

減らす効果的な方法についての

情報や考えを、聞いたり読んだり

した内容を基に、理由とともに話

して伝えている。 

聞き手に自分の考えをよく理解

してもらえるように、ポイ捨てを

減らす効果的な方法についての

情報や考えを、聞いたり読んだり

した内容を基に、理由とともに話

して伝えようとしている。 

 

４ 単元について 

 (1) 教材観   

 本単元は、人間の心理や行動の特徴を利用し、創造的にポイ捨てをなくす様々な仕掛けを述べた論

証文である。それぞれの事例を人にわかりやすく伝えたり、社会の課題を自分の身近な社会に反映さ

せて思考したものを英語で表現したりする場面を設定すれば、生徒たちが主体的に取り組めるインプ

ット技能とアウトプット技能の育成につながると考える。 

 (2) 生徒観 

 中学校から英語を苦手とする生徒が多く、英語学習に心配があると回答した生徒は、＊％存在する

（＊月学習状況アンケート）。附属中＊期生を迎え、今年度初めて ECⅠの授業で習熟度別授業（発展・標

準）を展開している。本クラスは標準クラス（内進生と校入生の混合）で、中学校の既習知識が不足して

いる生徒が多く、「読むこと」と「聞くこと」においては、場面や状況の把握や、概要・要点を把握す

ることが特に苦手である（＊社指標において、学年総合＊）。生徒は授業中の音読活動に熱心で、各単元の

各パートの内容理解のゴールにリテリングを課しているが、生徒の大半が文字と音声を繋げるのみ、

またはリプロダクションに止まっている。 

 (3) 指導観 

・  本単元のゴールを、自分の意見を加えたリテリングとする。本文の要点を自ら読み取ることがで

きるよう、要点と細部情報に分けた問いを用意し、それらの回答をつなぎ合わせた要約を奨励する。

生徒たちの負荷が軽くなり、話すことへの自信にもつながると考える。 

・  パラフレーズが苦手な生徒には、単語や文単位で自分の言葉に置き換えて伝えることを奨励する。 

・  自分の意見を述べる時間の前には、メモを作成する時間を確保し、誰のための効果的な方法なの

か、場面や条件を設定したうえで考えさせる。 

-16-



５ 単元の指導計画（10時間扱い） （●：学習改善につなげる評価場面、○：評定に用いる評価場面） 

時間 
学習内容・活動 

（■：ねらい、丸数字：言語活動、※：評価方法） 
知 思 態 備考 

１ 

■単元の目標を理解し、見通しを持つ。 

①様々なゴミ箱の写真を観察し、その特徴について簡単な英

語で説明をしたり、興味を持ったゴミ箱について意見交換

したりする。 

※観察、ワークシート、振り返りシート 

●  ● 

・毎時間授業の振

り返りは適宜行

わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本単元の評価規 

準に照らして観

察し、本単元で

学習した語句や

表現の活用、リ

テリングで必要

な要点と細部情

報の論理性、音

声上の留意点、

ペアやグループ

内での発表態度

について確認を

し、適宜フィー

ド バ ッ ク を 行

う。 

２ 

■ゴミ箱にゴミを捨てさせる心理学的手法が必要な理由につ

いて等の要点を捉える。 (Part 1) 

①帯活動（Word definitionゲーム：ゴミに関する易しい名詞

や動詞を英語で説明して当てる） 

※観察、ワークシート、振り返りシート 

●   

３ 

■Part1の内容について、相手にわかりやすく話して伝える。 

①帯活動（1分間モノローグ：自分が住む町等で気になるポイ

捨て箇所について話して伝える） 

※観察、ワークシート、振り返りシート 

●   

４ 

■ユーモアに訴えかける心理学的手法等の要点を捉える。 

(Part 2) 

①帯活動（Part 1リテリング） 

※観察、ワークシート、サマリーシート、振り返りシート 

 ● ● 

５ 

■Part2の内容について、相手にわかりやすく話して伝える。 

①帯活動（1分間モノローグ：Part 2で登場するゴミ箱を自

分の身近な場所に置きたいか話して伝える） 

※観察、ワークシート、振り返りシート 

●   

６ 

本時 

■意思表示をしたいという欲求に訴えかける心理学的手法等

の要点を捉える。 (Part 3) 

①帯活動（Part 2リテリング） 

 

《本時の流れ》 

(1) Part 2リテリングを、ペアを変えて行う。（一人 2回） 

(2) Part 2サマリーの穴埋めをする。 

(3) Part 3の音声を数回聞き、「要点」と「細部情報」に関す

る質問に答える。 

(4) 教科書を開本させて本文を読ませ、同じ質問に答える。 

(5) ペアで確認をする。 

(6) 新出語句の音声と意味を確認する。 

※帯活動でのリテリングは、ペアで相互評価をし、ワークシ

ートに記入し、サマリー、振り返りシートと併せて後日「主

体的に学習に取り組む態度」の評価とする。 

 ● ● 

７ 

■Part 3の内容について、相手にわかりやすく話して伝える

ことができる。 

①帯活動（２分間チャット：双方で２つの選択肢のある質問

文を作り、やり取りをする） 

※観察、ワークシート、振り返りシート、 

●   
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ａ 

ｂ 

ｃ 

■⼿助けをしたいという��に�えかける�理�的⼿�等の
�点を捉える。(Part 4) 

８ ● ● ①帯活動（Part 3リテリング） 
※��、ワークシート、サマリーシート、�り�りシート 
■Part 4の内�について、相⼿にわかりやすく�して�える
ことができる。 

９ ①帯活動（２�間チャット�３つのゴミ箱の中で�きなアイ ● 
ディアを、理由とともに�える） 
※��、ワークシート、�り�りシート 
■�も�果的だと思うポイ�て�⽌の��について、⾃�の
�⾒を理由とともに相⼿に�して�える。 
①帯活動（Part 4リテリング） 
②まとめリテリング 
③�⾒と理由を�して�えるためのメモを作成する 
※��、ワークシート、サマリーシート、�り�りシート 

10 ● ● 

�⽇  単元テスト、パフォーマンステスト、�期�� ○ ○ ○ 

６ パフォーマンステストについて 
(1) テストの内� 
グループ内で⾃�の�⾒を�えたリテリングを��する。「ごみのポイ�てを減らす�も�果的な

��」について、⾃�の�えを理由とともに�して�える。（タブレットで��、提�） 
(2) 採点の�� 
「思�・��・�現」については、３つの�件をすべて�たしていれば「ｂ」（おおむね�⾜できる）
とする。 
�件１��のための�果的な��なのか⽰している。 
�件２��も�果的なポイ�てを減らす��について⽰している。 
�件３�なぜその��が�も�果的なのか理由を�べている。 

�点別の採点�� 
知識・技� 思�・��・�現 主体的に��に�り�む�度 

・��や�現が�切に⾃�の�
葉で�い�えられている。
・�き⼿に�かりやすい�声等
で�して�えている。   

 三つの �件を�たしたうえ
で、�も�果的だと 思う��の
理由を、⾃�の�む�（地域）
または��年� を想�して �
体的に �して�えている 。

三つ の�件を�たしたうえで、
�も�果的だと 思う��の理
由を、⾃�の�む�（地域）ま
たは��年� を想�して �体
的に��しようとしている。

・���科書の��の再⽣に⽌  三つの�件を�たして�して   三つの�件を�たして�して
まってはいるが、理�に��
のない�度の��や�現を
使っている。 

�えている。 �えようとしている。 

・理�に��のない�度の�声
等で�えている。 
「ｂ」を�たしていない。 「ｂ」を�たしていない。 「ｂ」を�たしていない。 
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